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日本赤十字豊田看護大学 看護学部卒業生・大学院看護学研究科修士課程修了者アンケート調査 

 

看護学部卒業生 

調査目的 本学の教育成果や効果の検証 

実施時期 令和 7年 7月 14日～8月 29日 

対象者  日本赤十字豊田看護大学看護学部卒業生のうち令和２年度～６年度に卒業した 644名 

調査方法 調査対象者へ調査要請文書及びＳＭＳを送付、インターネット上の調査用フォームへの入力

を依頼した 

回答数  50名（回答率 7.8％） 

 

◆現在の職種 

 

 

 

◆ディプロマポリシー（調査対象者入学当時）の目標について、現在役立っているか 

 

 

◆卒業後の転職経験 
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非常に役立っている 役立っている あまり役立っていない （人）
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大学院看護学研究科修了生 

調査目的 本学の教育成果や効果の検証 

実施時期 令和 7年 7月 14日～8月 29日 

対象者  日本赤十字豊田看護大学大学院看護学研究科修士課程修了者のうち令和２年度～６年度に修

了した 28名 

調査方法 調査対象者へ調査要請文書及びＳＭＳを送付、インターネット上の調査用フォームへの入力

を依頼した 

回答数  8名（回答率 28.6％） 

 

◆現在の職種 

 

 

◆在学時のコース 

 

 

◆研究・教育者コース ディプロマポリシー（調査対象者入学当時）の目標について、現在役立っている

か（n=6） 

 

 

◆専門看護師・認定看護師コース ディプロマポリシー（調査対象者入学当時）の目標について、現在役

立っているか（n=2） 
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研究内容を論理的に説明できる能力

非常に役立っている 役立っている
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専門領域における卓越した看護実践能力

多職種・他機関と協働・調整できる能力

看護実践上の課題を解決するための研究能力

非常に役立っている 役立っている
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◆修了後の転職経験 

・在学中と同じ勤務先で勤務している （6）  

・修了時の就職先から、別の就職先に転職した（1）  

・人事異動等の経験（1） 

 

 


